
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
（
二
件
） 

（
地
域
復
興
支
援
課
）　

　

一

〇
認
証
食
品
の
認
証 

（
食
産
業
振
興
課
）　

　

二

〇
家
畜
伝
染
病
の
発
生 

（
畜　

産　

課
）　

　

二

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
に
関
す
る
地
積
を
特
に
減
じ
て
換
地
を
定
め
る
土

　

地
の
指
定 

（
農
村
整
備
課
）　

　

二

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

二

〇
漁
場
計
画
の
決
定 

（
水
産
業
振
興
課
）　

　

三

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
二
件
） 

（
都
市
計
画
課
）　

　

四

 
監
査
委
員

〇
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
の
公
表
（
三
件
） 

四

 
収
用
委
員
会

〇
常
磐
自
動
車
道
真
庭
事
件
公
示
送
達 

一
〇

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
四
〇
〇
号
中 

一
〇

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
六
十
九
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

仙
台
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

仙
台
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　

仙
台
市
泉
区
上
谷
刈
字
向
原
、
同
字
窪
、
同
字
小
堤
、
同
字
鳥
谷
、
同
字
平
田
、
同
字
橋
元
の
一
部
、
七
北
田
字

念
仏
の
一
部

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

白
石
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

白
石
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　

白
石
市
越
河
五
賀
字
荻
久
保
、
同
字
荻
久
保
南
、
同
字
乙
森
、
同
字
上
卯
東
野
、
同
字
小
和
田
、
同
字
小
和
田
脇
、

同
字
下
卯
東
野
、
同
字
台
北
、
同
字
台
畑
、
同
字
台
前
、
同
字
鶴
巻
田
、
同
字
中
町
、
同
字
中
屋
敷
前
、
同
字
八
幡
、

同
字
見
明
前
、
白
石
市
斎
川
字
愛
宕
山
、
同
字
荒
井
、
同
字
荒
屋
敷
、
同
字
荒
屋
敷
北
、
同
字
伊
具
田
、
同
字
大
石

原
、
同
字
亀
井
、
同
字
小
萱
、
同
字
小
萱
南
、
同
字
山
道
、
同
字
舘
山
、
同
字
中
森
屋
敷
、
同
字
中
屋
敷
前
、
同
字

七
色
木
、
同
字
西
田
、
同
字
西
明
堂
山
、
同
字
入
道
前
、
同
字
馬
牛
、
同
字
馬
牛
端
、
同
字
原
前
、
同
字
原
屋
敷
、

同
字
原
脇
、
同
字
巳
待
前
、
同
字
南
沢
、
同
字
山
神
前
、
同
字
西
山

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日
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〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
一
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
二
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

家
畜
伝
染
病
の
種
類

　
　

ヨ
ー
ネ
病

二　

畜
種

　
　

牛
（
黒
毛
和
種
）

三　

患
畜
及
び
疑
似
患
畜
の
区
分
並
び
に
そ
の
頭
数

　
　

患
畜　

四
頭

四　

発
生
の
場
所
又
は
区
域

　
　

大
崎
市

五　

発
生
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
四
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

法
令
殺

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

三
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
営
土
地
改
良
事
業
玉
浦
中
部
地
区
に
つ
い
て
樹
立
す
る
換
地
計
画
に
関

し
、
次
の
従
前
の
土
地
を
、
地
積
を
特
に
減
じ
て
換
地
を
定
め
る
土
地
と
し
て
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

地
積
を
特
に
減
じ
て
換
地
を
定
め
る
土
地

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

第2419号　平成24年12月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

認
証
番
号

百
二
十

品　

目

乾
め
ん
類

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

株
式
会
社
き
ち
み
製�

代
表
取
締
役　

吉
見
光

宣

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

株
式
会
社
き
ち
み
製�

製
造
所
等
の
所
在
地

白
石
市
字
本
町
四
十
六
番
地

市
町
村

岩
沼
市

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

大
字

早
股

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

字

北
谷

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

地　

番

五－

一

六－

一

七－

一

八－

一

九－

一

一
〇－

一

一
一－

一

一
二－

一

一
三－

一

一
四－

一

一
五－

一

一
六

一
七－

一

一
八－

一

一
九

二
〇－

一

二
一－

一

二
二－

一

二
三－

一

二
四－

一

地
目田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

用
途田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

地
積�六

三
二

六
三
三

六
六
四

六
九
七

七
五
一

七
九
一

七
九
七

八
二
八

八
二
五

八
三
九

八
二
九

八
三
五

七
七
七

七
七
一

七
六
七

七
三
二

七
一
六

六
九
一

六
四
二

六
七
七

特
に
減
ず
る

地
積�
　
　

二
・
三
六

一
九
・
七

四
四
・
三
一

七
三
・
七
七

一
〇
五
・
六
八

一
四
三
・
七
九

一
六
九
・
九
二

一
九
二
・
六
五

一
七
一
・
四
三

二
一
七
・
九
九

二
〇
〇
・
二
九

一
八
八
・
五
一

一
六
〇
・
三
三

一
四
四
・
四
五

一
一
九
・
一

九
三
・
七

七
三
・
九
二

五
〇
・
一
五

一
四
・
一
三

〇
・
五
二



一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の 
涵 
養

か
ん

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
�
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　
�
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
�
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　
�
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
五
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
区
画
漁
業
権
の
免
許
の
内

容
た
る
べ
き
事
項
、
免
許
予
定
日
、
申
請
期
間
及
び
地
元
地
区
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

区
画
漁
業
権
の
免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項
及
び
地
元
地
区　

次
の
と
お
り
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存
続
期
間

 
地
元
地
区

 
制
限
又
は
条
件

免
　
　
許
　
　
の
　
　
内
　
　
容
　
　
た
　
　
る
　
　
べ
　
　
き
　
　
事
　
　
項

公
示
番
号

漁
　
　
　
場
　
　
　
区
　
　
　
域

漁
場
の
位
置

漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁
業
種
類

免
許
の
日
か
ら
平
成

25年
８
月
31日
ま
で

七
ヶ
浜
町
花
渕
浜

漁
場
ア
，
エ
，
オ
，
カ
，

キ
，
ク
，
ケ
，
コ
の
位
置

に
夜
間
識
別
可
能
な
黄
色

の
標
識
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
ア
，
オ
，

カ
，
キ
は
光
達
距
離
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
，
エ
，

ク
，
ケ
，
コ
は
光
達
距
離

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
）

　
次
の
点
ア
，
イ
，
ウ
，
エ
，
オ
，
カ
，
キ
，
ク
，
ケ
，
コ
，
ア
の
各
点

を
順
次
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

　
基
点
甲
　
塩
釜
小
浜
Ｂ
防
波
堤
灯
台

　
　
ア
　
基
点
甲
か
ら
　
 66度

　
　
　
　
　
1,250メ

ー
ト
ル
の
点

　
　
イ
　
基
点
甲
か
ら
　
 84度

11分
06秒
　
1,220メ

ー
ト
ル
の
点

　
　
ウ
　
基
点
甲
か
ら
　
 84度

　
　
　
　
　
1,380メ

ー
ト
ル
の
点

　
　
エ
　
基
点
甲
か
ら
　
 86度

57分
49秒
　
1,543メ

ー
ト
ル
の
点

　
　
オ
　
基
点
甲
か
ら
　
 97度

25分
32秒
　
2,154メ

ー
ト
ル
の
点

　
　
カ
　
基
点
甲
か
ら
　
123度

38分
04秒
　
2,843メ

ー
ト
ル
の
点

　
　
キ
　
基
点
甲
か
ら
　
138度

40分
29秒
　
3,000メ

ー
ト
ル
の
点

　
　
ク
　
基
点
甲
か
ら
　
140度

18分
35秒
　
1,741メ

ー
ト
ル
の
点

　
　
ケ
　
基
点
甲
か
ら
　
143度

30分
　
　
　
　
970メ

ー
ト
ル
の
点

　
　
コ
　
基
点
甲
か
ら
　
 31度

37分
11秒
　
　
323メ

ー
ト
ル
の
点

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

花
渕
浜
地
先

９
月
１
日
か
ら
翌

年
５
月
31日
ま
で

９
月
１
日
か
ら
翌

年
５
月
31日
ま
で

の
り
養
殖
業

わ
か
め
養
殖

業

第
１
種
区

画
漁
業

区
第
3412

号

二　

免
許
予
定
年
月
日　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日

 
三　

申
請
期
間　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
二
月
八
日
ま
で



〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
六
号

　

東
松
島
市
か
ら
石
巻
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

石
巻
広
域
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

東
松
島
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
七
号

　

大
和
町
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

大
和
イ
ン
タ
ー
周
辺
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

 
監
査
委
員

第2419号　平成24年12月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
12号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
包
括
外
部
監
査
人
が
行
っ
た
平
成

22年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
，同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
県
知
事
か
ら
措
置
を
講

じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
24年
12月
25日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
安
　
　
藤
　
　
俊
　
　
威
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
菅
　
　
間
　
　
　
　
　
進
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
平
成
22年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
県
有
財
産
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
）
に
つ
い
て
は
，
平
成
23年
３
月

29日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４
月
22日
付
け
で
公
表
し
た
。

第
２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
　
平
成
24年
11月
14日

第
３
　
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
又
は
結
果
を
参
考
と
し
て
講
じ
た
措
置

　
２
．
県
有
財
産
の
有
効
活
用
に
関
す
る
方
針
と
施
策

　
３
．
県
営
住
宅
の
活
用
状
況

措
置
の
内
容

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
22年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）　
　
　

項
　
　
目

番号

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
，
処
分

対
象
財
産
の
状
況
を
個
別
具
体
的
に
開

示
し
て
お
り
，
電
話
や
メ
ー
ル
で
問
合

せ
が
あ
っ
た
際
に
，
活
用
方
法
の
意
見

を
聴
取
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
今
後
は
，
よ
り
具
体
的
に
物
件
を
開

示
し
て
，
個
別
的
な
有
効
活
用
に
つ
い

て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る

べ
き
で
あ
り
，
現
状
の
閉
塞
的
な
状
況

の
打
開
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
す
る
。

（
Ｐ
44）

�
　
「
第
３
期
財
政

再
建
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス

�
　
県
有
資
産
の

有
効
活
用
に
関

す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に

つ
い
て

【
意
見
】

１

措
置
の
内
容

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
22年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）　
　
　

項
　
　
目

番号

　
平
成
25年
度
の
管
理
代
行
と
指
定
管

理
の
契
約
更
新
時
期
に
管
理
体
制
を
一

本
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
入
居
住
民
の
立
場
か
ら
は
，
設
備
管

理
の
ハ
ー
ド
業
務
と
入
居
募
集
等
の
ソ

フ
ト
業
務
の
管
理
者
が
二
つ
に
分
か
れ

る
と
い
う
状
況
は
非
常
に
不
便
で
あ

り
，
早
急
に
管
理
体
制
を
一
本
化
す
べ

き
で
あ
る
。

（
Ｐ
65）

�
　
現
場
視
察

�
　
現
場
視
察
の

結
果

エ
　
指
定
管
理

者
の
管
理
物

件

【
意
見
】

１



（5）　 平成24年12月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2419号　　 

　
６
．
重
要
物
品
の
活
用
状
況

 

　
５
．
県
営
住
宅
及
び
県
職
員
宿
舎
以
外
の
県
有
財
産
の
活
用
状
況

 

措
置
の
内
容

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
22年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）　
　
　

項
　
　
目

番号

　
当
該
土
地
は
，
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
地
盤
沈
下
の
影
響
で
嵩
上
工
事
が
予

定
さ
れ
て
お
り
，
買
受
申
請
の
受
付
に

つ
い
て
は
，
嵩
上
工
事
完
了
後
（
平
成

25年
６
月
末
目
標
）
か
ら
と
な
る
が
，

工
事
完
了
ま
で
の
間
は
，
当
該
土
地
の

売
払
い
に
つ
い
て
相
談
受
付
等
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
，
嵩
上
工
事
完
了
後
は
，
売
払

い
の
再
開
に
つ
い
て
公
募
を
行
い
，
買

受
申
請
の
受
付
を
再
開
し
て
売
払
い
に

向
け
て
取
組
ん
で
行
く
こ
と
と
し
た
。

　
無
料
駐
車
場
と
し
て
フ
ェ
リ
ー
利
用

客
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体

は
，
未
利
用
地
と
し
て
広
大
な
更
地
が

そ
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
有

意
義
で
あ
る
と
思
う
が
，
公
平
な
観
点

を
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
，
埋
立
事
業
の
当
初

の
趣
旨
に
照
ら
し
て
，
今
後
も
気
仙
沼

市
又
は
漁
港
関
係
者
に
対
す
る
売
払
い

の
取
組
を
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
139）

�
　
売
却
予
定
の
処

分
対
象
財
産

�
　
そ
の
他
の
売

却
予
定
又
は
利

活
用
予
定
の
財

産ウ
　
農
林
水
産

部
水
産
業
基

盤
整
備
課

【
意
見
】

１

　
年
１
回
各
部
局
に
対
し
て
未
利
用
財

産
に
つ
い
て
照
会
し
て
い
る
が
，
そ
の

際
に
報
告
の
様
式
を
見
直
す
な
ど
，
遊

休
状
態
の
財
産
や
低
利
用
の
財
産
の
情

報
を
把
握
し
，
わ
か
り
や
す
く
整
理
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
公
有
財
産
の
う
ち
遊
休
状
態
の
財
産

や
低
利
用
の
財
産
に
つ
い
て
は
，
有
効

活
用
の
可
能
性
を
広
げ
る
観
点
か
ら

も
，
県
職
員
を
含
め
，
県
民
の
誰
が
見

て
も
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
，
公

有
財
産
台
帳
の
機
能
を
見
直
す
，
な
ど

情
報
の
整
理
が
必
要
と
考
え
る
。

（
Ｐ
142）

�
　
実
施
し
た
監
査

の
方
法

�
　
調
査
対
象
財

産
の
選
定

【
意
見
】

２

　
廃
川
・
廃
道
の
処
理
に
よ
り
普
通
財

産
と
な
っ
た
土
地
の
処
分
に
つ
い
て

は
，「
財
産
の
交
換
，
譲
与
等
に
関
す

る
条
例
」
の
規
定
に
よ
り
，
譲
与
で
き

る
場
合
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，

隣
接
地
権
者
と
い
う
理
由
だ
け
を
も
っ

て
譲
与
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
困
難

で
あ
る
が
，
条
例
の
趣
旨
に
合
致
し
，

隣
地
地
権
者
等
へ
の
譲
渡
可
能
な
も
の

に
つ
い
て
は
，
随
時
譲
渡
を
実
施
し
て

い
る
。

　
ま
た
，現
在
で
も
計
画
段
階
で
廃
川
・

廃
道
の
発
生
抑
制
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
，
未
利
用
地
の
発
生
を
抑

　
廃
川
・
廃
道
敷
地
は
，
既
に
公
共
用

に
供
さ
な
い
土
地
で
あ
る
た
め
，
早
期

の
売
却
又
は
処
分
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
，
狭
隘
地
等
の
理
由
に

よ
り
売
却
等
が
非
常
に
困
難
な
土
地
も

多
い
。
廃
川
処
理
や
廃
道
処
理
を
行
う

際
に
，
こ
の
よ
う
な
土
地
が
県
の
財
産

と
し
て
残
ら
な
い
よ
う
に
処
理
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
で
は
，
廃
川
・
廃
道
処
理
の
場
合
に

未
利
用
地
の
発
生
の
抑
制
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
，
現
実
に
は
，

過
去
の
遺
産
と
し
て
残
る
も
の
も
含
め

廃
川
・
廃
道
敷
地
が
公
有
財
産
と
し
て

�
　
廃
川
敷
，
廃
道

敷

【
意
見
】

３

制
す
る
た
め
，
前
記
条
例
上
譲
渡
可
能

な
場
合
に
は
，
計
画
段
階
か
ら
積
極
的

に
そ
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

残
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
河
川
工
事
や

道
路
工
事
を
計
画
す
る
際
に
は
，
そ
の

後
発
生
す
る
廃
川
・
廃
道
の
処
理
も
そ

の
計
画
の
一
部
と
し
て
立
案
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
が
，
後
々
の
管
理
義
務
を
考

慮
し
，
状
況
に
よ
っ
て
は
隣
地
地
権
者

等
へ
の
譲
与
も
計
画
段
階
で
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

（
Ｐ
150）

　
本
物
件
に
つ
い
て
は
，
震
災
対
応
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
，
今
年
度
か

ら
所
管
を
財
産
利
用
推
進
室
と
し
，
物

件
調
査
等
の
条
件
整
備
を
行
い
，
処
分

に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し

た
。

　
平
成
12年
の
用
途
廃
止
か
ら
既
に
10

年
あ
ま
り
の
月
日
が
経
っ
て
い
る
。
今

般
，
国
の
交
付
金
が
交
付
さ
れ
た
こ
と

で
更
地
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で

あ
る
が
，
早
期
売
却
へ
の
取
り
組
み
が

引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
164）

�
　
処
分
方
針
未
定

の
未
利
用
財
産

�
　
未
利
用
地
の

個
別
検
討

ア
　
旧
釜
房
憩

い
の
家
跡
地

【
意
見
】

４

措
置
の
内
容

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
22年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）　
　
　

項
　
　
目

番号

　
平
成
25年
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

「
物
品
管
理
・
調
達
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
改
訂
時
に
あ
わ
せ
，
不
用
決
定
の
検

討
を
行
う
指
標
と
し
て
，「
耐
用
年
数
の

経
過
」
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
と
し

た
。

�
　
例
え
ば
，
ま
ず
は
重
要
物
品
に
つ

い
て
取
得
時
に
県
事
業
で
利
用
す
る

最
短
の
年
数
を
設
定
す
る
，
又
は
一

律
に
取
得
後
５
年
経
過
し
た
時
点
な

ど
，
一
定
の
活
用
状
況
を
見
直
す
指

標
を
設
定
し
，
設
定
し
た
指
標
に
合

致
し
た
時
点
で
，
県
の
事
業
に
有
効

活
用
で
き
る
か
，
継
続
し
て
保
有
す

べ
き
か
ど
う
か
を
再
検
討
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
利
用
方
針
を
再
検

討
す
る
指
標
の
導
入
に
つ
い
て
，
今

後
，
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
（
Ｐ
207）

�
　
重
要
物
品
の
現

地
調
査
結
果

�
　
宮
城
県
産
業

技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
の
現
地
調

査
結
果

　
　
エ
　
調
査
結
果

【
意
見
】

１

　
県
の
会
計
事
務
に
関
す
る
職
員
向
け

広
報
誌
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
等
に
よ

り
，
具
体
的
な
供
用
場
所
の
物
品
管
理

　
年
度
末
の
定
期
的
な
現
物
照
合
は
重

要
物
品
の
み
に
限
定
し
て
徹
底
す
る
一

方
，
物
品
に
つ
い
て
は
一
定
の
指
標
を

�
　
今
後
の
重
要
物

品
の
適
切
な
管

理
，
有
効
活
用
を

２



第2419号　平成24年12月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （6）
 

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
13号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
包
括
外
部
監
査
人
が
行
っ
た
平
成

22年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
，同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
県
教
育
委
員
会
委
員
長

か
ら
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
24年
12月
25日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
安
　
　
藤
　
　
俊
　
　
威
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
菅
　
　
間
　
　
　
　
　
進
　
　
　

 
　
　
　
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
や
，
そ
れ
と
符
合

す
る
備
品
配
置
図
の
作
成
等
，
効
率
的

な
現
物
照
合
の
方
法
を
周
知
す
る
こ
と

と
し
た
。

導
入
し
，
現
物
照
合
の
事
務
負
担
を
軽

減
し
，
軽
減
し
た
事
務
負
担
分
は
有
効

活
用
を
図
る
業
務
に
配
分
す
る
こ
と
が

有
益
と
考
え
る
。

（
Ｐ
212）

　
推
進
す
る
上
で
の

検
討
点

�
　
実
行
可
能
な

重
要
物
品
管
理

の
デ
ザ
イ
ン
構

築ア
　
年
度
末
に

実
施
が
予
定

さ
れ
て
い
る

棚
卸
頻
度
の

見
直
し

【
意
見
】

　
平
成
25年
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

「
物
品
管
理
・
調
達
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
改
訂
時
に
あ
わ
せ
，
登
録
の
修
正
に

関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
，
新
た
に
整

理
・
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
，

物
品
管
理
シ
ス
テ
ム
操
作
研
修
会
や
，

県
の
会
計
事
務
に
関
す
る
職
員
向
け
広

報
誌
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
に
よ
り
，

登
録
内
容
の
精
度
確
保
に
つ
い
て
周
知

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
同
時
に
，
登
録
後
の
事
後
的
な
修
正

を
実
施
す
る
権
限
の
範
囲
を
限
定
し
，

物
品
管
理
シ
ス
テ
ム
の
登
録
内
容
の
精

度
を
確
保
す
る
よ
う
改
善
が
必
要
で
あ

る
。

（
Ｐ
212）

�
　
今
後
の
重
要
物

品
の
適
切
な
管

理
，
有
効
活
用
を

推
進
す
る
上
で
の

検
討
点

�
　
実
行
可
能
な

重
要
物
品
管
理

の
デ
ザ
イ
ン
構

築イ
　
現
物
確
認

を
容
易
に
す

る
た
め
の
工

夫

【
意
見
】

３

　
具
体
的
な
共
用
場
所
の
物
品
管
理
シ

ス
テ
ム
へ
の
入
力
や
，
備
品
配
置
図
の

作
成
等
に
よ
り
，
使
用
状
況
確
認
に
係

る
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
，
県
の
会
計
事
務
に
関
す
る
職
員
向

け
広
報
誌
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
等
に

よ
り
，
物
品
管
理
シ
ス
テ
ム
に
耐
用
年

数
を
入
力
す
る
よ
う
周
知
し
，
耐
用
年

数
経
過
時
に
お
い
て
有
効
活
用
の
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
有
効
活
用
の
た
め
の
使
用
状
況
を
，

毎
年
，
全
件
調
査
す
る
こ
と
の
コ
ス
ト

と
有
効
活
用
に
生
か
す
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
は
，
再
利

用
や
有
効
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
も
の

の
み
に
限
定
し
て
，
有
効
活
用
を
検
討

す
る
よ
う
に
仕
組
み
を
見
直
す
こ
と
が

現
実
的
，
か
つ
効
果
的
で
あ
る
。
現
状

で
は
，
取
得
時
に
有
効
活
用
の
可
能
性

等
の
登
録
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
，
物

品
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
登
録
す
る
等
，
現

物
管
理
・
有
効
活
用
の
た
め
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

�
　
今
後
の
重
要
物

品
の
適
切
な
管

理
，
有
効
活
用
を

推
進
す
る
上
で
の

検
討
点

�
　
有
効
活
用
の

一
層
の
推
進
の

た
め
に

ア
　
適
時
処

分
・
再
利
用

を
推
進
す
る

た
め
に

【
意
見
】

４

（
Ｐ
213）

平
成
25年

２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

「
物
品
管
理
・
調
達
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
改
訂
時
に
あ
わ
せ
，
遊
休
物
品
の
定

義
や
不
用
決
定
す
る
場
合
の
基
準
に
つ

い
て
，
新
た
に
整
理
・
追
加
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
有
効
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に
は
，

い
つ
，
ど
の
よ
う
な
状
態
と
な
っ
た
場

合
に
，
県
有
財
産
と
し
て
の
利
用
を
や

め
，
処
分
又
は
管
理
換
等
の
有
効
活
用

を
図
る
の
か
と
い
っ
た
，
い
わ
ば
「
出

口
基
準
の
整
備
」
も
，
今
後
は
設
定
す

べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
213）

�
　
今
後
の
重
要
物

品
の
適
切
な
管

理
，
有
効
活
用
を

推
進
す
る
上
で
の

検
討
点

�
　
有
効
活
用
の

一
層
の
推
進
の

た
め
に

イ
　
使
用
状
態

の
見
直
し
指

標
の
導
入

【
意
見
】

５

　
未
利
用
状
態
と
な
っ
た
自
動
車
を
職

員
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
登
録
す
る
場
合

は
，
そ
れ
以
外
の
物
品
と
は
明
確
に
区

別
し
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
有
効
活
用
を
徹
底
す
る
重
要
物
品
と

し
て
車
両
を
設
定
し
，
全
件
に
つ
い
て

年
度
末
で
の
棚
卸
及
び
未
利
用
状
態
に

な
っ
た
場
合
の
職
員
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

へ
の
登
録
を
義
務
付
け
る
等
の
対
応
が

望
ま
れ
る
。
徹
底
活
用
を
図
る
た
め
に

は
，
重
要
物
品
種
目
は
そ
の
す
べ
て
を

特
定
の
部
署
で
一
元
管
理
す
る
方
法
も

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
，
重
点
物
品
を

設
定
し
有
効
活
用
に
向
け
た
メ
リ
ハ
リ

あ
る
対
応
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
214）

�
　
今
後
の
重
要
物

品
の
適
切
な
管

理
，
有
効
活
用
を

推
進
す
る
上
で
の

検
討
点

�
　
有
効
活
用
の

一
層
の
推
進
の

た
め
に

ウ
　
未
利
用
財

産
の
活
用
を

図
る
た
め
の

重
点
財
産
の

設
定

【
意
見
（
提
言
）】

６



（7）　 平成24年12月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2419号　　 

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
14号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
包
括
外
部
監
査
人
が
行
っ
た
平
成

23年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
，同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
県
知
事
か
ら
措
置
を
講

じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
24年
12月
25日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
安
　
　
藤
　
　
俊
　
　
威
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
菅
　
　
間
　
　
　
　
　
進
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
平
成
23年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
過
去
の
包
括
外
部
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
状
況
に
つ
い
て
）
に
つ

い
て
は
，
平
成
24年

３
月
26日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４
月
24日
付
け
で
公
表
し
た
。

第
２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
　
平
成
24年
12月
11日

第
３
　
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
又
は
結
果
を
参
考
と
し
て
講
じ
た
措
置

　
Ⅳ
．
監
査
の
結
果
と
意
見

 

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
平
成
22年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
県
有
財
産
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
）
に
つ
い
て
は
，
平
成
23年
３
月

29日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４
月
22日
付
け
で
公
表
し
た
。

第
２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
　
平
成
24年
11月
22日

第
３
　
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
又
は
結
果
を
参
考
と
し
て
講
じ
た
措
置

　
５
．
県
営
住
宅
及
び
県
職
員
宿
舎
以
外
の
県
有
財
産
の
活
用
状
況

　
６
．
重
要
物
品
の
活
用
状
況

 

措
置
の
内
容

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
22年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）　
　
　

項
　
　
目

番号

　
演
習
林
と
し
て
使
用
し
て
い
た
山
林

に
つ
い
て
は
，
境
界
確
定
等
の
整
備
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
境
界
確
定

等
に
向
け
た
条
件
整
備
に
努
め
る
。

　
今
後
も
，
売
却
に
向
け
て
，
復
興
需

要
の
可
能
性
を
含
め
庁
内
外
か
ら
意
見

を
聴
取
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
農
業
高
校
が
演
習
林
と
し
て
使
用
し

て
い
た
山
林
に
つ
い
て
は
，
早
期
処
分

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

（
Ｐ
166）

�
　
処
分
方
針
未
定

の
未
利
用
財
産

�
　
未
利
用
地
の

個
別
検
討

ウ
　
旧
栗
原
農

業
高
等
学
校

跡
地
及
び
山

林

【
意
見
】

１

措
置
の
内
容

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
22年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）　
　
　

項
　
　
目

番号

　
画
像
入
力
，
外
部
か
ら
の
検
索
が
で

き
る
美
術
品
管
理
専
用
ソ
フ
ト
「
収
蔵

品
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
平
成
24年
度
中

に
導
入
予
定
で
あ
る
。

　
収
蔵
品
管
理
カ
ー
ド
の
集
計
に
は
表

計
算
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
い
る
が
，
現

状
の
表
計
算
ソ
フ
ト
で
の
管
理
で
は
，

デ
ー
タ
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
美
術
品
管
理
専
用

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入

も
，今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
な
お
，

仮
に
美
術
品
管
理
専
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

等
を
導
入
し
な
い
場
合
，
美
術
館
外
の

デ
ー
タ
保
管
場
所
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
等

を
図
る
こ
と
が
，
よ
り
安
全
な
管
理
の

�
　
重
要
物
品
の
現

地
調
査
結
果

�
　
宮
城
県
美
術

館
の
現
地
調
査

結
果

　
　
エ
　
調
査
結
果

【
意
見
】

１

た
め
に
適
切
で
あ
る
。

（
Ｐ
198）

措
置
の
内
容

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
23年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）　
　
　

項
　
　
目

番号

　
平
成
24年
12月
に
「
包
括
外
部
監
査

に
お
け
る
監
査
結
果
の
取
扱
い
」
を
定

め
，そ
の
中
で
措
置
内
容
の
取
扱
い（
措

置
済
，
検
討
中
，
措
置
し
な
い
）
を
判

断
す
る
基
準
を
明
確
に
し
た
。

　
措
置
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程
が
な

い
た
め
，
措
置
内
容
に
つ
い
て
の
定
義

が
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
，
措
置
を
講

じ
な
い
と
判
断
す
る
基
準
等
を
明
確
に

し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
31）

１
．
外
部
監
査
制
度

の
概
要
と
措
置
に

つ
い
て

�
　
宮
城
県
に
お

け
る
包
括
外
部

監
査
の
課
題
に

つ
い
て

【
指
摘
】

１

　
何
ら
か
の
改
善
な
ど
を
行
っ
た
事
実

を
も
っ
て
，「
措
置
済
」
と
判
断
す
る

よ
う
措
置
内
容
の
取
扱
い
基
準
を
作
成

　
「
検
討
す
る
」
等
を
も
っ
て
措
置
を

講
じ
た
と
判
断
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
が
，「
検
討
す
る
」
等
と
い
う
内
容

１
．
外
部
監
査
制
度

の
概
要
と
措
置
に

つ
い
て

２
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す
る
と
と
も
に
，
検
討
中
の
も
の
に
つ

い
て
は
，
管
理
用
個
票
を
作
成
し
，
定

期
的
に
対
応
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と

し
た
。

で
は
措
置
を
講
じ
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。実
効
性
の
あ
る
対
応
の
た
め
に
は
，

問
題
先
送
り
に
な
ら
な
い
よ
う
措
置
方

針
や
措
置
計
画
を
立
て
，
実
施
期
限
等

の
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

（
Ｐ
31）

�
　
宮
城
県
に
お

け
る
包
括
外
部

監
査
の
課
題
に

つ
い
て

【
指
摘
】

　
措
置
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
，
県

と
し
て
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
に
至
っ

た
過
程
や
具
体
的
な
理
由
な
ど
を
明
確

に
し
た
う
え
で
，
組
織
と
し
て
記
録
を

保
存
す
る
よ
う
取
扱
い
を
統
一
し
た
。

　
「
検
討
す
る
」
こ
と
を
も
っ
て
措
置

を
講
じ
た
と
認
識
し
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
，
検
討
の
結
果
，
措
置
を
講
じ
な

い
と
判
断
し
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
，
担

当
者
の
異
動
等
に
よ
り
，
な
ぜ
そ
う
い

う
結
論
に
達
し
た
か
の
十
分
な
説
明
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
措
置

を
講
じ
な
い
と
判
断
し
た
根
拠
等
に
つ

い
て
，
十
分
に
説
明
責
任
を
果
た
せ
る

よ
う
に
記
録
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
31）

１
．
外
部
監
査
制
度

の
概
要
と
措
置
に

つ
い
て

�
　
宮
城
県
に
お

け
る
包
括
外
部

監
査
の
課
題
に

つ
い
て

【
指
摘
】

３

　
「
検
討
中
」
及
び
「
措
置
し
な
い
」

と
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
，
監
査
委
員

事
務
局
へ
参
考
通
知
し
，
監
査
委
員
事

務
局
で
実
施
す
る
定
期
監
査
の
際
に
措

置
し
な
い
項
目
に
つ
い
て
事
後
検
証
を

行
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

　
措
置
を
講
じ
な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
場
合
も
あ
る
と
理
解
す
る
が
，

措
置
を
講
じ
な
い
と
判
断
し
た
場
合

の
，
そ
の
後
の
検
証
体
制
が
十
分
で
は

な
い
。
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
は
，
制

度
上
，
公
表
す
る
義
務
は
な
い
こ
と
か

ら
，
例
え
ば
，
監
査
委
員
事
務
局
の
定

期
監
査
に
お
け
る
確
認
方
法
の
検
討
等

が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
32）

１
．
外
部
監
査
制
度

の
概
要
と
措
置
に

つ
い
て

�
　
宮
城
県
に
お

け
る
包
括
外
部

監
査
の
課
題
に

つ
い
て

【
指
摘
】

４

　
措
置
済
の
項
目
に
対
す
る
そ
の
後
の

事
後
評
価
に
つ
い
て
は
，
事
案
に
よ
っ

て
異
な
る
こ
と
か
ら
具
体
的
な
ル
ー
ル

化
は
し
な
い
が
，
担
当
課
に
お
い
て
必

要
に
応
じ
て
事
後
評
価
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

　
指
摘
又
は
意
見
に
対
し
て
措
置
を
講

じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
，
そ
の
対
応
策

の
効
果
は
期
待
ど
お
り
に
得
ら
れ
る
と

は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
，
P
D
C
A
 

サ
イ
ク
ル
の
管
理
手
法
に
よ
り
，
措
置

に
対
す
る
事
後
評
価
を
実
施
し
て
，
実

効
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
32）

１
．
外
部
監
査
制
度

の
概
要
と
措
置
に

つ
い
て

�
　
宮
城
県
に
お

け
る
包
括
外
部

監
査
の
課
題
に

つ
い
て

【
指
摘
】

５

　
何
ら
か
の
改
善
な
ど
を
行
っ
た
事
実

　
指
摘
及
び
意
見
に
は
，
重
要
性
が
相

３
．
宮
城
県
の
直
近

６

を
も
っ
て
，「
措
置
済
」
と
判
断
す
る

よ
う
措
置
内
容
の
取
扱
い
基
準
を
作
成

す
る
と
と
も
に
，
検
討
中
の
も
の
に
つ

い
て
は
，
管
理
用
個
票
を
作
成
し
，
定

期
的
に
対
応
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と

し
た
。

対
的
に
高
い
も
の
と
低
い
も
の
が
あ

る
。
ま
た
，
す
ぐ
に
対
応
可
能
な
も
の

も
あ
れ
ば
，
様
々
な
制
約
に
よ
り
対
応

に
時
間
が
か
か
る
も
の
も
あ
る
。
措
置

年
度
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
し
計
画
的

に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｐ
56）

　
４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

�
　
平
成
17年

度

（
そ
の
１
）

【
意
見
】

　
措
置
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
，
県

と
し
て
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
に
至
っ

た
過
程
や
具
体
的
な
理
由
な
ど
を
明
確

に
し
た
う
え
で
，
組
織
と
し
て
記
録
を

保
存
す
る
よ
う
取
扱
い
を
統
一
し
た
。

�
　
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
に
は
，
包

括
外
部
監
査
の
指
摘
や
意
見
の
趣
旨

を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た
上
で
，
措

置
を
講
じ
な
い
と
い
う
判
断
に
至
っ

た
プ
ロ
セ
ス
や
理
由
な
ど
，
十
分
な

説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
し
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。

　
（
Ｐ
56）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

�
　
平
成
17年

度

（
そ
の
１
）

【
意
見
】

７

　
「
検
討
中
」
及
び
「
措
置
し
な
い
」

と
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
，
監
査
委
員

事
務
局
へ
参
考
通
知
し
，
監
査
委
員
事

務
局
で
実
施
す
る
定
期
監
査
の
際
に
措

置
し
な
い
項
目
に
つ
い
て
事
後
検
証
を

行
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

�
　
ま
た
，
現
状
で
の
県
の
対
応
で
十

分
と
判
断
す
る
場
合
に
は
，
県
の
対

応
に
つ
い
て
，
実
効
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
か
事
後
検
証
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　
（
Ｐ
56）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

�
　
平
成
17年

度

（
そ
の
１
）

【
意
見
】

　
何
ら
か
の
改
善
な
ど
を
行
っ
た
事
実

を
も
っ
て
，「
措
置
済
」
と
判
断
す
る

よ
う
措
置
内
容
の
取
扱
い
基
準
を
作
成

す
る
と
と
も
に
，
検
討
中
の
も
の
に
つ

い
て
は
，
管
理
用
個
票
を
作
成
し
，
定

期
的
に
対
応
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
対
応
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
る
も
の
は
，
検
討
し
た
結
果

に
よ
り
，
措
置
を
講
じ
る
か
講
じ
な
い

か
の
判
断
を
行
う
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
67）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

�
　
平
成
17年

度

（
そ
の
２
）

【
指
摘
】

８

　
何
ら
か
の
改
善
な
ど
を
行
っ
た
事
実

を
も
っ
て
，「
措
置
済
」
と
判
断
す
る

よ
う
措
置
内
容
の
取
扱
い
基
準
を
作
成

し
た
。

�
　
「
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
」
こ
と

を
も
っ
て
措
置
を
講
じ
た
と
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
が
，こ
の
時
点
で
は
，

指
摘
及
び
意
見
に
対
す
る
対
応
は
完

了
し
て
お
ら
ず
，
実
態
と
し
て
は
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ

る
。

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

�
　
平
成
18年
度

【
指
摘
】

９
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（
Ｐ
73）

　
措
置
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
，
県

と
し
て
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
に
至
っ

た
過
程
や
具
体
的
な
理
由
な
ど
を
明
確

に
し
た
う
え
で
，
組
織
と
し
て
記
録
を

保
存
す
る
よ
う
取
扱
い
を
統
一
し
た
。

�
　
ま
た
，
そ
の
後
の
検
討
の
結
果
，

最
終
的
に
は
措
置
を
講
じ
な
い
と
の

判
断
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
，
検

討
過
程
の
資
料
が
見
当
た
ら
ず
，
措

置
を
講
じ
な
い
と
判
断
し
た
合
理
性

が
判
断
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

十
分
な
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う

適
切
に
記
録
, 保
管
し
て
お
く
べ
き

で
あ
る
。

　
（
Ｐ
73）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
18年
度

【
指
摘
】

　
措
置
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
，
県

と
し
て
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
に
至
っ

た
過
程
や
具
体
的
な
理
由
な
ど
を
明
確

に
し
た
う
え
で
，
組
織
と
し
て
記
録
を

保
存
す
る
よ
う
取
扱
い
を
統
一
し
た
。

　
指
摘
等
に
対
し
て
措
置
を
講
じ
な
い

場
合
は
，
そ
の
理
由
や
包
括
外
部
監
査

人
と
の
見
解
の
相
違
等
に
関
す
る
十
分

な
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
し
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
74）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
18年
度

【
指
摘
】

10

　
何
ら
か
の
改
善
な
ど
を
行
っ
た
事
実

を
も
っ
て
，「
措
置
済
」
と
判
断
す
る

よ
う
措
置
内
容
の
取
扱
い
基
準
を
作
成

し
た
。

　
「
検
討
し
て
い
く
」，「
指
導
し
て
い

く
」，「
協
議
し
て
い
く
」
等
の
内
容
で

措
置
を
講
じ
た
と
し
て
い
る
も
の
が
多

数
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
，
具
体
的
，

客
観
的
に
対
応
し
た
事
実
は
何
も
な

い
。
本
来
は
対
応
が
完
了
し
た
時
点
を

も
っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
84）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
19年
度

【
指
摘
】

11

　
指
摘
及
び
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
，

報
告
書
の
中
に
指
摘
及
び
意
見
の
一
覧

表
を
掲
載
し
て
も
ら
う
こ
と
や
，
複
数

人
で
確
認
を
行
う
な
ど
に
よ
り
，
検
討

対
象
の
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
工
夫
す

る
。

　
す
べ
て
の
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て

措
置
を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
，
網
羅
性

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
84）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
19年
度

【
指
摘
】

12

　
何
ら
か
の
改
善
な
ど
を
行
っ
た
事
実

を
も
っ
て
，「
措
置
済
」
と
判
断
す
る

よ
う
措
置
内
容
の
取
扱
い
基
準
を
作
成

す
る
と
と
も
に
，
検
討
中
の
も
の
に
つ

い
て
は
，
管
理
用
個
票
を
作
成
し
，
定

　
指
摘
及
び
意
見
に
は
，
重
要
性
が
相

対
的
に
高
い
も
の
と
低
い
も
の
が
あ
る

し
，
す
ぐ
に
対
応
が
可
能
な
も
の
も
あ

れ
ば
，
様
々
な
制
約
に
よ
り
対
応
に
時

間
が
か
か
る
も
の
も
あ
る
た
め
，県
は
，

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
19年
度

13

期
的
に
対
応
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と

し
た
。

指
摘
及
び
意
見
の
内
容
を
検
討
し
，
措

置
を
講
ず
る
年
度
の
目
標
を
立
て
て
計

画
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
84）

【
意
見
】

　
措
置
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
，
県

と
し
て
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
に
至
っ

た
過
程
や
具
体
的
な
理
由
な
ど
を
明
確

に
し
た
う
え
で
，
組
織
と
し
て
記
録
を

保
存
す
る
よ
う
取
扱
い
を
統
一
し
た
。

　
競
技
人
口
が
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
の
競

技
施
設
の
廃
止
，
無
償
譲
渡
又
は
利
用

料
金
の
引
き
上
げ
に
関
す
る
意
見
に
対

し
て
，
廃
止
や
引
き
上
げ
等
の
措
置
を

講
じ
て
い
な
い
が
，
措
置
を
講
じ
な
い

こ
と
に
関
す
る
県
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
に
は
，
県
の
「
競
技
人
口

の
多
寡
に
よ
り
評
価
す
る
も
の
で
は
な

い
。」
と
す
る
基
本
ス
タ
ン
ス
を
明
示

し
，
包
括
外
部
監
査
人
の
意
見
へ
の
対

応
を
，
早
期
に
，
か
つ
明
確
に
示
す
必

要
が
あ
る
。

（
Ｐ
84）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
19年
度

【
意
見
】

14

　
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
，
県
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
，
指

摘
等
の
全
て
に
つ
い
て
対
応
を
検
討
す

る
も
の
の
，
措
置
を
講
じ
る
か
否
か
の

判
断
基
準
が
一
様
で
は
な
い
こ
と
か

ら
，基
準
を
定
め
る
こ
と
は
し
な
い
が
，

対
応
区
分
（
措
置
済
，
検
討
中
，
措
置

し
な
い
）
の
定
義
の
明
確
化
及
び
，
措

置
し
な
い
場
合
の
理
由
の
明
確
化
を

図
っ
た
。

　
例
外
的
に
措
置
を
講
じ
な
い
と
判
断

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
，
措
置
を
講
じ

な
い
と
認
め
る
判
断
基
準
が
明
確
で
な

い
。
包
括
外
部
監
査
人
の
指
摘
及
び
意

見
の
趣
旨
に
反
し
て
措
置
を
講
じ
な
い

こ
と
が
容
認
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
，
判
断
基
準
を
明
確
に
し
て
お
く
べ

き
で
あ
る
。

（
Ｐ
96）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
21年
度

【
指
摘
】

15

　
包
括
外
部
監
査
の
結
果
を
参
考
に
し

て
，
よ
り
有
効
な
方
法
等
に
よ
り
措
置

を
講
じ
た
場
合
に
は
，
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
監
査
委
員
に
通
知
す
る
こ

と
と
な
り
，
広
く
県
民
に
公
表
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
「
措
置
を
講
じ
な
い
」
と
し
て
い
る

も
の
で
あ
っ
て
も
，
指
摘
や
意
見
ど
お

り
の
対
応
よ
り
，
よ
り
有
効
な
方
法
や

効
率
的
な
方
法
が
あ
る
場
合
等
に
は
，

措
置
を
講
じ
た
と
認
識
し
て
，
そ
の
内

容
を
広
く
県
民
に
公
表
す
る
方
が
よ
り

実
効
性
の
あ
る
対
応
と
考
え
る
。

（
Ｐ
97）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
21年
度

【
意
見
】

16

　
措
置
し
な
い
理
由
を
記
録
す
る
こ

と
，
及
び
措
置
し
な
い
も
の
に
つ
い
て

　
現
状
で
は
，
措
置
を
講
じ
な
い
こ
と

に
つ
い
て
の
妥
当
性
が
客
観
的
に
検
証

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

17



収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
八
号

　

常
磐
自
動
車
道
真
庭
事
件
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
六
十
六
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
送
達
す
べ
き
次
の
書
類
は
、
当
収
用
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
、
出
頭
の
上
そ

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

 

宮　

城　

県　

収　

用　

委　

員　

会　
　
　

一　

送
達
す
べ
き
書
類　

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日
付
け
権
利
取
得
裁
決
書
及
び
明
渡
裁
決
書

二　

送
達
を
受
け
る
べ
き
者　

　
　

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
真
庭
字
新
田
一
番
十
及
び
一
番
十
一
の
土
地
の
次
の
持
分
に
係
る
所
有
者

　
　

持
分
八
一
分
の
二

　
　

氏
名
及
び
住
所
不
明

L
illian

K
ok

    
た
だ
し
、
登
記
名
義
人
故
佐
藤
耕
助
の
孫
で
あ
る
故  
        
  o

K
aneshiro

H
ow
ard
M
asao

   
         
の
長
男
故  
  
     
     

Sum
ida

   
    
の
子
又
は
そ
の
相
続
人

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
四
〇
〇
号
（
平
成
二
十
四
年
十
月
十
九
日
付
け
）
中

第2419号　平成24年12月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （10）
も
監
査
委
員
事
務
局
へ
参
考
通
知
す
る

こ
と
に
よ
り
，
監
査
委
員
事
務
局
に
お

い
て
実
施
す
る
定
期
監
査
に
お
い
て
，

措
置
し
な
い
項
目
に
つ
い
て
事
後
検
証

を
行
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し

た
。

さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
措
置
を
講
じ
な
い
こ
と
の
妥
当
性

を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
。

（
Ｐ
97）

　
果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
21年
度

【
指
摘
】

　
措
置
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
，
県

と
し
て
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
に
至
っ

た
過
程
や
具
体
的
な
理
由
な
ど
を
明
確

に
し
た
う
え
で
，
組
織
と
し
て
記
録
を

保
存
す
る
よ
う
取
扱
い
を
統
一
し
た
。

　
措
置
を
講
じ
な
い
と
し
て
い
る
場
合

で
，当
時
の
担
当
者
の
異
動
等
の
た
め
，

包
括
外
部
監
査
人
と
の
見
解
の
相
違
に

関
す
る
内
容
に
関
し
て
明
確
な
回
答
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
措
置
を
講
じ
な
い

場
合
に
つ
い
て
は
，
そ
の
理
由
だ
け
で

な
く
，
結
論
に
至
っ
た
過
程
に
つ
い
て

も
適
切
に
記
録
し
，
引
継
ぎ
が
な
さ
れ

る
よ
う
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
98）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
21年
度

【
指
摘
】

18

　
何
ら
か
の
改
善
な
ど
を
行
っ
た
事
実

を
も
っ
て
，「
措
置
済
」
と
判
断
す
る

よ
う
措
置
内
容
の
取
扱
い
基
準
を
作
成

す
る
と
と
も
に
，
検
討
中
の
も
の
に
つ

い
て
は
，
管
理
用
個
票
を
作
成
し
，
定

期
的
に
対
応
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
措
置
を
講
じ
た
と
し
て
い
る
が
，
実

際
の
対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

あ
る
。
報
告
書
の
提
出
か
ら
１
年
半
以

上
が
経
過
し
て
お
り
，
時
期
的
に
は
対

応
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
対
応
が
な

さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
，
優

先
度
の
高
い
項
目
か
ら
順
次
実
施
し
て

い
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
作
成
す
る
な

ど
し
て
，
今
後
の
実
施
状
況
を
継
続
的

に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
98）

３
．
宮
城
県
の
直
近

４
年
間
の
監
査
結

果
に
対
す
る
措
置

状
況

　
�
　
平
成
21年
度

【
指
摘
】

19

ペ
ー
ジ

一
二

段上

行
後
ろ
か

ら
七　

正

　

栗
原
市
花
山
字
本
沢
早
坂
四
三
の

一
、
字
草
木
沢
荒
谷
裏
一
二
、
一
三
、

一
四
の
一
、
二
〇
、
字
本
沢
天
ヶ
沢
一

〇
の
一
、
一
二
の
一
、
一
五
の
一
か
ら

一
五
の
四
ま
で
、
字
本
沢
沼
山
五
七
、

字
本
沢
合
道
二
の
二
（
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）、
二
の
二
二

　
　
　
　
　
　
　

誤

　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）


